
が
有
す
る
病
床
に
お
い
て
担
っ
て
い
る
医
療

機
能（
高
度
急
性
期
、急
性
期
、回
復
期
、慢
性

期
）等
の
現
状
と
今
後
の
方
向
を
選
択
し
、
病

棟
単
位
で
都
道
府
県
に
報
告
す
る
も
の
で

す
。都
道
府
県
は
こ
の
報
告
を
も
と
に
、
地
域

の
医
療
需
要
の
将
来
推
計
や
報
告
さ
れ
た
情

報
等
を
活
用
し
、
そ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
医
療
機
能
の
分
化
と
連

携
を
適
切
に
推
進
す
る
た
め
の
地
域
医
療
構

想（
ビ
ジ
ョ
ン
）を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
地
域
医
療
構
想
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
に
は
、①
二

〇
二
五
年
の
医
療
需
要
（
入
院
・
外
来
別
・

疾
患
別
患
者
数
等
）、②
二
〇
二
五
年
に
目
指

す
べ
き
医
療
提
供
体
制
（
二
次
保
健
医
療
圏

等
（
在
宅
医
療
・
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て

は
市
町
村
）
ご
と
の
医
療
機
能
別
の
必
要

量
）、③
目
指
す
べ
き
医
療
提
供
体
制
を
実
現

す
る
た
め
の
施
策
を
盛
り
込
む
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
来
年
度
末
ま
で
の
策
定
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。策
定
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
東

京
都
病
院
協
会
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
の
皆

様
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
福
祉
保
健
局
は
、
医
療
・
福
祉
の
関
係
団

体
の
皆
様
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

大
都
市「
東
京
」に
ふ
さ
わ
し
い
、
福
祉
・
保

健
・
医
療
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
都
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
。

　
今
後
と
も
都
の
福
祉
保
健
医
療
行
政
に
対

し
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
東

京
都
病
院
協
会
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
発
展

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
在
宅
療
養
を
支
え
る
体
制
を
整
備
す
る
に

は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
住
民
に
身
近
な
病
院

の
活
躍
が
必
要
で
あ
り
、
東
京
都
と
し
て
も
、

東
京
都
病
院
協
会
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
の

皆
様
と
、緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、諸
施

策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　
現
在
、東
京
は
、か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
ほ
ど
急
速
に
高
齢
化
が
進
展
し
て
お

り
、
平
成
三
十
二
年
に
後
期
高
齢
者
数
が
前

期
高
齢
者
数
を
上
回
り
、
団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
期
を
迎
え
る
平
成
三
十
七
年
に
は
、

高
齢
者
人
口
が
三
百
三
十
二
万
人
に
増
加
す

る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
都
民
の
四
人
に
一

人
が
高
齢
者
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、核
家
族
化
や
就
業
環
境
の
変
化
、近

隣
関
係
の
希
薄
化
な
ど
を
背
景
に
、
結
婚
や

子
育
て
に
関
す
る
価
値
観
の
変
化
な
ど
か
ら

少
子
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
平
成
二
十

四
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
〇
九
人
で

全
国
最
低
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
将
来
世
代
に
確
か
な

「
安
心
」
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、
中
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
て
福
祉
・
保
健
・
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
社
会

経
済
環
境
の
急
激
な
変
化
や
震
災
等
の
緊

急
・
突
発
的
な
事
態
に
も
迅
速
か
つ
的
確
に

対
応
し
、
実
効
性
の
あ
る
施
策
の
展
開
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
先
般
、
国
会
で
、
効
率
的
か
つ
質
の

高
い
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
を
通
じ
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介

護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る「
医
療
介
護
総
合
確
保

推
進
法
」が
成
立
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、「
病
床
機
能
報
告
制
度
」
の

運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、
医
療
機
関

　
東
京
都
病
院
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
都
の
福
祉
保
健
医
療
行
政

に
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。ま
た
、
貴
会
が
都
内
に
お
け
る
医

療
の
質
の
向
上
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り

敬
意
を
表
し
ま
す
。私
は
、
去
る
七
月
十
六
日

付
け
で
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。全
力
で
諸
施
策
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
京
都
は
平
成
十
六
年
八
月
に
、
少
子
高

齢
社
会
に
対
応
し
、
健
康
に
対
す
る
都
民
の

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
健
康
局
と
福
祉
局

を
統
合
し
福
祉
保
健
局
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。そ
れ
か
ら
十
年
の
間
、
都
民
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
幅
広
い
視
点
か
ら
都
民
生

活
を
捉
え
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
の
連
携
を

強
化
し
た
施
策
を
一
体
的
・
総
合
的
に
推
進

し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、「
東
京
発
医
療
改
革
」

を
掲
げ
、「
三
百
六
十
五
日
二
十
四
時
間
の
安

心
の
医
療
」
の
提
供
と
「
患
者
中
心
の
医
療
」

の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
取
組
み

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
三
月
に
第
五
次
改
定
を
行
っ
た

「
東
京
都
保
健
医
療
計
画
」
に
お
い
て
も
、①

患
者
中
心
の
医
療
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後

見
込
ま
れ
る
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
、
よ

り
効
率
的
で
質
の
高
い
医
療
体
制
を
構
築
し

て
い
く
と
と
も
に
、急
性
期
か
ら
回
復
期
、在

宅
療
養
に
至
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
ご
と

に
切
れ
目
な
く
確
保
す
る
こ
と
。②
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
連
携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
一

貫
し
た
提
供
と
健
康
危
機
か
ら
都
民
を
守
る

た
め
の
体
制
と
が
相
互
に
支
え
あ
う
体
制
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
の
二
点
を
基
本
理
念
と
し

て
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
一
層
推
進

す
る
と
と
も
に
、
急
増
す
る
精
神
疾
患
患
者

に
対
す
る
医
療
提
供
体
制
の
充
実
や
東
日
本

大
震
災
を
踏
ま
え
た
災
害
医
療
体
制
の
強

化
、
超
高
齢
社
会
の
到
来
に
対
応
す
る
在
宅

療
養
の
充
実
な
ど
、
東
京
の
保
健
医
療
の
現

状
と
将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
施
策
を
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。な
か
で
も
、
地
域
に
お
け
る

在
宅
療
養
支
援
体
制
の
確
保
に
は
、
在
宅
療

養
に
お
け
る
患
者
・
家
族
の
意
思
を
尊
重
し

た
病
状
変
化
時
の
対
応
や
、
在
宅
で
看
取
り

が
で
き
る
医
療
体
制
の
確
保
が
必
要
で
あ

り
、そ
の
た
め
に
は
、都
内
六
百
を
超
え
る
病

院
の
う
ち
約
七
割
を
占
め
る
二
百
床
以
下
の

病
院
の
役
割
が
重
要
で
す
。

　
本
年
二
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
九
回
東

京
都
病
院
学
会
で
は
、「
我
々
が
地
域
を
支
え

る―

望
ま
れ
る
地
域
密
着
型
病
院
に
向
け
て

―

」と
の
テ
ー
マ
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
地
域

密
着
型
病
院
に
望
ま
れ
る
も
の
、
果
た
す
べ

き
役
割
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ

大
都
市
「
東
京
」
に
ふ
さ
わ
し
い

　 

福
祉
・
保
健
・
医
療
施
策
の
展
開
に
向
け
て

東
京
都
福
祉
保
健
局
長
　
梶
原  

洋 

氏
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明
確
に
な
っ
た

　
　
中
長
期
的
な
医
療
制
度
改
革
と
は

　
す
で
に
、
皆
様
に
は
よ
く
ご
存
知
の
ご
覧

の
図
表（
一
）は
、本
年
六
月
に
成
立
し
た
医
療

と
介
護
の
提
供
体
制
を
改
革
す
る
「
地
域
に

お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を

推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
」（
医
療
介
護
総
合
推
進
法
）
の
概

要
を
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
た
も
の
で
す
。

法
律
の
内
容
は
大
き
く
以
下
の
三
つ
で
す
。

（
一
）
医
療
提
供
体
制
の
再
編
に
向
け
た
政
策

手
段
の
拡
充

● 

病
床
機
能
の
再
編

　
都
道
府
県
は「
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策

定
し
て
、
医
療
機
関
の
病
床
の
機
能
転
換
や

削
減
等
を
要
請
す
る
。従
わ
な
い
場
合
は
、
補

助
金
不
交
付
等
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
。

● 

医
療
改
革
新
基
金
の
創
設

　
消
費
税
増
収
分
を
財
源
と
し
て
各
都
道
府

県
に
基
金
を
設
置
し
て
、
そ
れ
を
財
源
に
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
や
医
療
提
供
体
制
の
整
備
を

推
進
す
る
。

（
二
）介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
抑
制

　「
一
定
以
上
所
得
者
の
自
己
負
担
を
二
割

引
上
げ
」「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
対

象
の
厳
格
化
」「
低
所
得
者
に
対
す
る
食
費
・

住
居
費
の
補
助
で
あ
る
補
足
給
付
に
資
産
要

件
を
設
定
」の
三
点
。

（
三
）地
域
支
援
事
業
の
充
実

　
要
支
援
者
に
対
す
る
予
防
給
付
を
介
護
保

険
制
度
か
ら
地
域
支
援
事
業
に
移
行
す
る
。

（
地
域
支
援
事
業
と
は
、
市
町
村
が
主
体
で
行

う
介
護
予
防
や
生
活
支
援
等
の
事
業
）

　
医
療
介
護
総
合
推
進
法
は
、
都
道
府
県
の

医
療
機
関
に
対
す
る
権
限
の
強
化
や
介
護
給

付
の
抑
制
等
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
踏
み
込
ん

だ
法
律
と
な
っ
て
い
ま
す
。法
律
成
立
の
背

景
は
、
多
く
の
人
々
が
今
か
ら
二
〇
二
五
年

前
後
に
至
る
約
十
数
年
が
日
本
の
医
療
・
介

護
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
時
期
を
迎
え
る

と
類
推
し
た
か
ら
で
、
そ
の
最
も
大
き
な
理

由
は
、
東
京
は
も
ち
ろ
ん
日
本
の
大
都
市
が

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
急
増
を
迎
え
る

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。ま
さ
に
、
私
た
ち
東
京
都
病
院
協
会
（
以

下
、
当
協
会
）が
直
面
し
て
い
る
現
実
と
課
題

な
の
で
す
。こ
う
し
た
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
深
刻
な
時
期
を
迎

え
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

病
床
機
能
報
告
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
運
用
開
始
へ

　
そ
う
し
た
中
で
、本
年
七
月
二
十
四
日
、厚

労
省
は
病
床
機
能
報
告
項
目
の
決
定
を
受
け

て
、
病
床
機
能
報
告
制
度
の
十
月
運
用
開
始

を
目
指
し
て
動
き
出
し
ま
し
た
。新
た
な
医

療
制
度
改
革
の
第
一
歩
で
す
。

　
報
告
制
度
で
は
、
病
床
を
有
す
る
各
医
療

機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
「
高
度
急
性
期
機

能
病
床
」「
急
性
期
機
能
病
床
」「
回
復
期
機
能

病
床
」「
慢
性
期
機
能
病
床
」
の
四
つ
か
ら
各

病
棟
の
機
能
に
つ
い
て
「
現
状
」
と
「
今
後
の

方
向
」
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
今

後
の
方
向
」に
つ
い
て
は「
六
年
が
経
過
し
た

日
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
予
定
」
で
始
め

る
こ
と
が
決
定
し
た
も
の
の
、
今
後
の
病
棟

機
能
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
報
告
制
度
の
実

施
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
す
と
の
方
針
で
す
。

　
な
お
、
医
療
機
関
か
ら
サ
ー
バ
ー
へ
送
信

す
る
項
目
は
、病
棟
単
位
が
二
十
三
項
目
、病

院
単
位
二
十
二
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

厚
労
省
は
今
後
、
サ
ー
バ
ー
へ
の
送
信
方
法

な
ど
を
ま
と
め
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

医
療
制
度
改
革
へ
の

　
　
　
積
極
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
病
床
機
能
報
告
制
度

で
は
、
現
在「
一
般
病
床
」「
療
養
病
床
」を「
高

度
急
性
期
機
能
病
床
」「
急
性
期
機
能
病
床
」

「
回
復
期
機
能
病
床
」「
慢
性
期
機
能
病
床
」の

四
類
型
に
な
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
病
床
機

能
と
し
て
報
告
す
る
こ
と
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
も
、
都
道
府
県
単
位
で
進
め
ら
れ
る
地

域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
過
程
で
、
二
〇
二

五
年
の
人
口
、
高
齢
化
率
等
を
基
礎
に
二
次

医
療
圏
に
お
け
る
四
病
床
区
分
の
そ
れ
ぞ
れ

の
必
要
病
床
数
が
計
算
さ
れ
て
、
病
院
経
営

者
の
自
主
的
な
、
も
し
く
は「
協
議
の
場
」に

お
け
る
話
し
合
い
で
、
現
状
の
病
床
数
を
必

要
病
床
数
に
収
拾
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。各
医
療
機
関
は
、
是
が
非
で
も
こ
の
「
協

議
の
場
」に
参
加
し
て
、
医
療
と
介
護
の
現
場

の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
今
回
の
厳
し
い
診
療
報
酬
改
定
に

お
い
て
、
地
域
の
医
療
と
介
護
の
整
備
推
進

の
た
め
に「
新
た
な
基
金
」が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。そ
の
予
算
額
は
九
百
四
億
円
に
上
り
、
各

都
道
府
県
に
分
配
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
交
付
目
的
は
、以
下
の
通
り
で
す
。

一
、
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
の
た
め
に
必

要
な
事
業

（
一
）
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
に
向
け
た

医
療
機
関
の
施
設
・
設
備
の
整
備
を
推
進
す

る
た
め
の
事
業
等

二
、
在
宅
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の

た
め
に
必
要
な
事
業

（
一
）在
宅
医
療
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業

（
二
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
・
設
備
の
整
備

を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
等

三
、
医
療
従
事
者
等
の
確
保
・
養
成
の
た
め

の
事
業

渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会

動
き
出
し
た
医
療
制
度
改
革
！

会
員
病
院
の
連
携
強
化
と

　
　
　
　
　
　
新
た
な
病
院
参
加
が
必
須

１． 新たな基金の創設と医療・介護の連携強化（地域介護施設整備促進法等関係） 
①都道府県の事業計画に記載した医療・介護の事業（病床の機能分化・連携、在宅医療・介護の推進等）
　のため、 消費税増収分を活用した新たな基金を都道府県に設置 
②医療と介護の連携を強化するため、厚生労働大臣が基本的な方針を策定 

２． 地域における効率的かつ効果的な医療提供体制の確保（医療法関係）
①医療機関が都道府県知事に病床の医療機能（高度急性期、急性期、回復期、慢性期）等を報告し、都道府県は、 
　それをもとに地域医療構想（ビジョン）（地域の医療提供体制の将来のあるべき姿）を医療計画において策定 
②医師確保支援を行う地域医療支援センターの機能を法律に位置付け 

３． 地域包括ケアシステムの構築と費用負担の公平化（介護保険法関係）
①在宅医療・介護連携の推進などの地域支援事業の充実とあわせ、 全国一律の予防給付（訪問介護・通所介護）を
　地域支援事業に移行し、多様化 　※地域支援事業：介護保険財源で市町村が取り組む事業 
②特別養護老人ホームについて、在宅での生活が困難な中重度の要介護者を支える機能に重点化 
③低所得者の保険料軽減を拡充 
④一定以上の所得のある利用者の自己負担を２割へ引上げ （ただし、月額上限あり）
⑤低所得の施設利用者の食費・居住費を補填する「補足給付」の要件に資産などを追加

４． その他
①診療の補助のうちの特定行為を明確化し、それを手順書により行う看護師の研修制度を新設 
②医療事故に係る調査の仕組みを位置づけ 
③医療法人社団と医療法人財団の合併、持分なし医療法人への移行促進策を措置 
④介護人材確保対策の検討（介護福祉士の資格取得方法見直しの施行時期を 27年度から 28年度に延期） 

概　　要

（図表一）
地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律案の概要
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（
一
）医
師
確
保
の
た
め
の
事
業

（
二
）看
護
職
員
等
の
確
保
の
た
め
の
事
業

（
三
）介
護
従
事
者
の
確
保
の
た
め
の
事
業

（
四
）
医
療
・
介
護
従
事
者
の
勤
務
環
境
改
善

の
た
め
の
事
業
等

　
今
回
の
新
た
な
基
金
は
、
診
療
報
酬
改
定

率
と
一
緒
に
発
表
さ
れ
た
た
め
に
関
連
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
消
費
税
増
税
分

を
原
資
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
診
療
報
酬

の
改
定
率
と
は
直
接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
新
た
な
基
金

の
使
途
と
し
て
「
病
院
機
能
を
分
化
・
連
携
」

「
在
宅
医
療
介
護
の
充
実
」「
医
療
従
事
者
の

確
保
・
育
成
」
等
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。各
医

療
機
関
は
、
病
床
機
能
報
告
と
並
行
し
て
早

急
に
基
金
拠
出
に
値
す
る
事
業
を
提
案
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
さ
に
、
病
床
を
有
す
る

全
医
療
機
関
に
は
、
新
た
な
医
療
制
度
改
革

へ
の
積
極
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

さ
ら
な
る
会
員
病
院
の
連
携
強
化
と

　
　
　
　
新
会
員
病
院
の
増
強
が
必
須

　
当
協
会
の
設
立
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日

で
す
。以
来
、
会
員
病
院
一
同
は
「
東
京
か
ら

医
療
を
変
え
よ
う
」
を
合
言
葉
に
数
多
く
の

活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
会
員
病
院
も
少
し
ず
つ
で
す
が
増
加
し
、

図
表（
二
）、（
三
）の
通
り
、正
会
員
数
は
平
成

二
十
六
年
七
月
現
在
三
百
四
十
七
病
院
と
な

り
、
東
京
都
の
半
数
以
上
の
病
院
が
組
織
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
平
成
二
十
一
年
四

月
一
日
に
は
「
一
般
社
団
法
人
東
京
都
病
院

協
会
」と
し
て
法
人
登
記
が
行
な
わ
れ
、
更
な

る
組
織
の
充
実
と
連
携
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
回
の
新
た
な
医
療
制
度
改
革
に
対
し
て

は
、当
協
会
と
し
て
取
組
む
べ
き
事
項
が
、以

下
の
通
り
目
白
押
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
、
病
床
機
能
報
告
制
度
を
全
会
員
病
院
に

対
し
て
周
知
徹
底
し
て
、
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
に
お
い
て
積
極
的
に
都
行
政
に
協
力

す
る
。

二
、
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
を
推
進
す
る

中
で
、
多
く
の
会
員
病
院
が
こ
こ
に
参
画
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

三
、
そ
の
他「
総
合
医
療
の
あ
り
方
」「
終
末
期

医
療
の
あ
り
方
」「
医
療
法
人
制
度
の
変
更
」

等
々
の
重
要
事
項
を
会
員
病
院
お
よ
び
全
職

　　　設　立　主　体
国立
都立
市町村立
独立行政法人
日本赤十字社
済生会
全国社会保険協会連合会
厚生年金事業振興団
船員保険会
健康保険組合及びその連合会
共済組合及びその連合会
公益法人
医療法人
私立学校法人
社会福祉法人
会社
その他の法人
個人
合　　計

数 
2
9
1
2
3
2
1
1
1
2
9
17
226
11
32
3
11
16
349

％ 
0.6
2.6
0.3
0.6
0.9
0.6
0.3
0.3
0.3
0.6
2.6
4.9
64.8
3.2
9.2
0.9
3.2
4.6
100

（図表三）東京都病院協会会員設立主体別割合
平成25年度～ 26年度

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

地　　区
千代田区
中央区
港区
新宿区
文京区
台東区
墨田区
江東区
品川区
目黒区
大田区
世田谷区
渋谷区
中野区
杉並区
豊島区
北区
荒川区
板橋区
練馬区
足立区
葛飾区
江戸川区

入会数
7
1
7
8
6
5
12
11
9
4
17
14
9
8
12
9
6
8
14
10
20
17
17

病院数
15
4
15
14
11
8
14
17
13
9
29
26
16
10
17
15
21
14
42
19
51
20
23

入会率
46.67
25.00
46.67
57.14
54.55
62.50
85.71
64.71
69.23
44.44
58.62
53.85
56.25
80.00
70.59
60.00
28.57
57.14
33.33
52.63
39.22
85.00
73.91

24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49

50

51

八王子市
立川市
武蔵野市
三鷹市
青梅市
府中市
昭島市
調布市
町田市
小金井市
小平市
日野市
東村山市
国分寺市
国立市
福生市
狛江市
東大和市
清瀬市

東久留米市
武蔵村山市
多摩市
稲城市
羽村市

あきる野市
西東京市
瑞穂町
日の出町
奥多摩町
八丈町

多摩地区集計

21
5
8
5
7
10
3
6
8
2
3
4
3
1
0
4
0
1
7
1
1
3
0
2
3
5
1
2
0
0

116

40
7
10
8
16
15
8
8
20
5
9
6
11
2
2
4
2
2
13
3
4
8
3
2
4
5
1
2
1
1

222

52.50
71.43
80.00
62.50
43.75
66.67
37.50
75.00
40.00
40.00
33.33
66.67
27.27
50.00
0.00

100.00
0.00
50.00
53.85
33.33
25.00
37.50
0.00

100.00
75.00
100.00
100.00
100.00
0.00
0.00
52.25

都内集計
病院集計

231
347

423
645

54.61
53.80

※病院数はH25.3 月末

（図表二）
東京都病院協会　地区別入会状況
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東
京
都
病
院
協
会
で
は
、
東
京
都
医
師
会

と
協
力
し
て
標
記
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。平
成
二
十
三
年
度
か
ら
二
十
五
年
度
ま

で
は
東
京
都
院
内
感
染
対
策
強
化
事
業
と
し

て
、
そ
し
て
本
年
度
か
ら
は
東
京
都
院
内
感

染
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
事
業
と
し

て
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
院
内
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
、
第
五
次
医

療
法
改
正
に
よ
り
、
病
院
と
し
て
の
総
合
的

な
取
り
組
み
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
中
小
病
院
に
お
い
て
も
院
内
感
染

対
策
の
強
化
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。し

か
し
そ
の
一
方
で
、
設
備
構
造
面
の
問
題
や

職
員
配
置
の
困
難
性
な
ど
か
ら
、
中
小
病
院

に
よ
っ
て
は
、
院
内
感
染
対
策
が
十
分
に
進

ん
で
い
な
い
の
も
実
情
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
感
染
対
策
で

は
地
域
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
機

関
同
士
で
感
染
対
策
に
係
る
知

識
を
共
有
す
る
な
ど
、
地
域
の

中
で
院
内
感
染
対
策
レ
ベ
ル
の

底
上
げ
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
本
事
業
で
は
、
院
内
感
染
に

関
す
る
知
識
の
習
得
と
と
も

に
、
研
修
会
参
加
者
同
士
の
顔

の
見
え
る
関
係
を
構
築
し
、
そ

れ
を
基
に
病
院
相
互
の
支
援
体

制
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。従
来
の
事
業

で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目

的
の
一
つ
と
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
本
年
度
か
ら
は
そ
れ
を
よ

り
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
研
修
会
で
は
、
専
門
家

（ICD

・ICN

）
に
よ
る
講
演
に

加
え
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式

で
他
院
の
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。

※
 

東
京
都
委
託
事
業
で
す
の
で
、
い
ず
れ
も

参
加
費
は
無
料
で
す
。

※
 

全
体
講
習
会
を
除
い
て
、
各
回
の
研
修
会

は
地
区
ご
と
の
開
催
、
病
院
機
能
ご
と
の
開

催
な
ど
、
対
象
病
院
が
異
な
り
ま
す
。対
象
と

な
る
病
院
に
は
別
途
詳
し
い
参
加
案
内
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

※
 

現
時
点
で
の
年
間
予
定
は
別
表
の
通
り
で

す
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
日
程
・
会
場
が

変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。必
ず
案
内

状
を
ご
確
認
下
さ
い
。

研修会名称 対　象 日　程 会　場

ネットワーク
構築研修会

機能別
連絡研修会

全体講習会

病院訪問支援

中野・杉並地域の病院

南多摩地域（日野、
多摩、稲城）の病院

療養病床を有する病院

精神病床を有する病院

都内全病院

南多摩医療圏

10月 17 日（金）
18：30 ～ 20：30
平成 27年 1月 30 日（金）
18：30 ～ 20：30
9 月 11 日 ( 木 )
13：30 ～ 17：00
12 月 19 日（金）
13：30 ～ 17：00

平成 27年 2月 24 日（火）
14：00 ～ 17：00

11 月頃

中野サンプラザ

多摩永山情報
教育センター

東医健保会館

三鷹産業プラザ

東京都庁
第一本庁舎 5階
大会議室
病院（実地訪問）

年間スケジュール

東
京
都
院
内
感
染
対
策

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
事
業
の

ご
案
内

員
に
問
題
な
く
伝
達
す
る
等
で
す
。

　
当
面
、
必
ず
関
与
す
べ
き
こ
と
は
本
年
十

月
に
運
用
開
始
さ
れ
る
病
床
機
能
報
告
と
並

行
し
て
「
地
域
の
医
療
・
介
護
の
整
備
推
進

の
た
め
の
新
た
な
基
金
に
関
す
る
事
業
の
提

案
」地
域
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
お
け
る「
協
議
の

場
」へ
の
参
加
」等
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、当
協
会
で
は
、会

員
病
院
の
さ
ら
な
る
結
束
と
連
携
を
柱
に
、

新
た
な
会
員
病
院
の
入
会
に
よ
る
組
織
の
強

化
、
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。会
員
病

院
各
位
に
は
、
各
地
域
に
お
い
て
今
ま
だ
に

入
会
を
た
め
ら
っ
て
い
る
当
協
会
へ
の
入
会

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
未
曾
有
の
高
齢
社
会
を
乗
り
切
る
医
療
改

革
に
向
け
て
今
こ
そ
東
京
か
ら
未
来
の
医
療

図
を
配
信
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。「
病
床
機
能

分
化
」「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
東
京

は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
く
の
か
、
東
京
に
在

籍
す
る
多
く
の
医
療
機
関
と
共
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。会
員
各
位
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
執
筆
に
際
し
て
太
字
の
箇
所
は
日

本
総
研
「
医
療
介
護
総
合
推
進
法
の
評
価
と

課
題
」（
平
成
二
十
六
年
七
月
十
二
日
調
査
部

副
主
任
研
修
員
飛
田
英
子
氏
）
と
当
協
会
会

報
一
九
七
号
「
社
会
保
障
制
度
国
民
会
議
報

告
書
に
つ
い
て
」（
平
成
二
十
五
年
九
月
二
十

七
日
当
協
会
常
任
理
事
猪
口
雄
二
氏
）
の
原

稿
の
一
部
を
引
用
し
て
お
り
ま
す
。
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